	開催セミナー

	第８６回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2020年3月15日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター
祭2研修室

	講　演　者

	　角田誠氏　貼雑（はりまぜ）デザイン事務所代表

	タイトル
	和歌山からの報告

	内容
	コロナウィルスの影響で、各種イベントが中止される中での開催でした。

ミニセミナー
角田誠（つのだまこと）氏　
貼雑（はりまぜ）デザイン事務所代表
元々、100均のデザインを主に行っておられ、縁があって農家のパッケージデザインを始めたところ好評で、今では全国の400件以上の農家のデザインに関わっておられます。和歌山のよろず支援拠点のコーディネーターや和歌山農林大学校 アグリビジネス学科　外部講師も務められ、色んな所で講演やワークショップを開催されています。今回は30分という短い時間だったので、デザインのポイントとロゴマークについて端的にお話し、頂きました。デザインする為には、絵から描き始めるとダメだとの事が印象的でした。
効果的なデザインとは「〇〇〇〇で、〇〇〇〇に、〇〇〇〇という特徴がある、〇〇〇〇を売るためのデザイン」が明確になっているとの事です。

講演
小澤光範氏
和歌山県有田郡有田川町のみかん農家の6代目。30代の若手農家です。
近畿大学農学部を卒業後、一時製粉会社に勤めたが、小麦アレルギーが解り、勤務を継続すると命に係わるので退社したエピソードからお話し頂きました。約9000坪に60種類以上の柑橘類3000本以上を栽培して、年間通して出荷している事に驚きました。
非公認のゆるキャラ“ミカンのみっちゃん”を名乗り、東京海洋大のさかなクンと同様に“ミカン”形の帽子をかぶり、みかん色をした服装でお話し頂きました。。農作業に人手が足らないところを、援農隊の仕組みを知り、運営していた方に会いに行き、今ではその事業を引き継ぎ行っておられます。
初めての講演とのことで時間を使い切る事ができるか心配しておられましたが、十分に時間いっぱいお話し頂けました。農家さんは、色々な想いを持ちながら日々農作業に取り組んでおられるので、話をし始めると止まらない方も多いです。今回も、質疑応答にもたっぷりとお答え頂きました。
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